
文部科学省：「学校運営協議会」設置の手引きより 
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今
年
度
も
温
か
い
生
徒
、
保
護

者
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
、
生
徒
の

た
め
に
職
務
に
邁
進
す
る
職
員

と
と
も
に
学
校
教
育
活
動
を
進

め
ら
れ
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
明
日
は
卒
業
式
で
す
。

卒
業
を
迎
え
る
３
年
生
の
生
徒

と
保
護
者
の
皆
さ
ま
、
ご
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

３
年
生
に
と
っ
て
、
卒
業
式
は
、

中
学
校
卒
業
と
と
も
に
、
義
務
教

育
が
終
わ
る
人
生
の
節
目
と
な

る
大
切
な
式
で
す
。
中
学
校
と
し

て
最
も
大
切
で
厳
粛
な
式
で
す
。

３
年
生
は
自
分
の
成
長
を
確
か

め
、
後
輩
に
思
い
を
伝
え
、
未
来

に
目
を
向
け
る
と
と
も
に
、
自
分

の
成
長
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
す
る
式
に
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

在
校
生
は
、
卒
業
生
を
祝
い
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
２
年
生
は
最

高 

     

高
学
年
に
、
１
年
生
は
後
輩
を
も

つ
２
年
生
へ
の
進
級
を
意
識
す
る

式
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。  

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
卒
業
式

の
意
義
を
考
え
、
大
切
な
卒
業
式

に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 
 

１
・
２
年
生
は
、
修
了
式
ま
で

登
校
日
が
９
日
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

進
級
し
た
学
年
で
良
い
ス
タ
ー
ト

が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
す
る
時

期
で
す
。
ま
た
、
３
年
生
は
次
の

進
路
先
へ
の
短
い
準
備
期
間
で
す
。

次
の
学
年
や
進
路
先
に
今
ま
で
の

取
組
を
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い

く
か
、
短
い
春
休
み
期
間
も
含
め
、

自
分
自
身
を
振
り
返
る
時
期
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

来
年
度
、
進
学
先
や
進
級
し
た

学
年
で
、
何
事
に
も
積
極
的
に
挑

戦
し
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
力
を

さ
ら
に
伸
ば
す
努
力
を
惜
し
ま
な

い
で
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
さ
ら

な
る
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。 
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卒
業
式
・
修
了
式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

令和７年度から、浜田市の全小中学校がコミュニティ・スクール（学校運営協議会を

設置した学校）となります。旭中学校区では、1校ずつある小中学校が連携して教育活

動を取り組んでいるメリットを生かし、小中で一つの学校運営協議会にすることにし

ています。 

コミュニティ・スクールは、学校と保護者や地域の方がともに知恵を出し合い、「ど

のような子どもを育てるか」という目標やビジョンを共有し、一緒に子どもを育む協

働をする「地域とともにある学校づくり」に有効な仕組みと言われています。 
のような子どもを育てるか」とい

う目標やビジョンを共有し、一緒

に子どもを育むために協働する

「地域とともにある学校づくり」

に有効な仕組みと言われていま

す。また、保護者や地域の方が当事

者として目標やビジョンを共有す

ることで、学校を支援する取組が

充実するとともに、関わる全ての

人々に右図のような魅力があると

されています。 

 旭中学校では、コミュニティ・ス

クールが導入されることは、「何か

特別なことが始まる」とは受け止

めていません。今までの力強いご

支援が基盤となり、保護者・地域と

ともに、より一層、魅力ある学校づ

くりに取り組めるのではないかと

感じています。 

 今後とも、保護者・地域の皆様と

連携・協働しながら目指すべき学

校教育を実現したいと思います。

よろしくお願いします。  

学校運営協議会委員の皆様をご紹介します。 

・小学校保護者代表  ・前田 仁美  様 

・中学校保護者代表  ・岡本 秀昭  様 

・野村 英司  様  ・澤津 真由子 様 

・横田 美希  様  ・徳川 義政  様 

・大屋 和美  様  ・河合 春賢  様 

 

小中学校の保護者
代表は、今後の PTA
評議員会等で選出予
定です。 
委員の皆様には学
校運営協議会への参
加の他に、授業公開
日や学校行事をご案
内し、学校の様子を
ご覧いただきます。 



 

 
 

旭
中
学
校
の
生
徒
は
、
学
校
の

教
育
課
程
は
も
ち
ろ
ん
、
週
休
日

や
長
期
休
業
中
を
利
用
し
て
、
多

く
の
生
徒
が
地
域
の
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
に
か
か
わ
り
な
が
ら
学
び
を

深
め
て
い
ま
す
。 

 
 

教
科
で
の
学
び
を
生
か
し
た

り
、
自
己
有
用
感
や
、
ふ
る
さ
と

へ
の
愛
着
を
高
め
た
り
す
る
場
、

休
日
の
居
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

今
年
度
の
活
動
の
一
部
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

来
年
度
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
よ
り
、
こ
の
よ
う

な
活
動
が
基
盤
と
な
り
「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
」
づ
く
り
が
よ

り
取
り
組
み
や
す
く
な
り
、
充
実

し
た
も
の
と
な
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
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４
月
の
予
定 

8
日 

着
任
式
・始
業
式 

 
 
 
 
 

給
食
開
始 

9
日 

入
学
式 

10
日 

新
入
生
歓
迎
会 

 
 
 
 
 

新
入
生
部
活
動
見
学
開
始 

11
日 

生
徒
会
専
門
委
員
会 

14
日 

習
熟
度
テ
ス
ト 

 
 
 

１
・
２
年
生
は
５
教
科
、
３
年
は
３
教
科 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
３
年
）
理
科 

生
徒
会
朝
礼
・職
員
会 

15
日 

習
熟
度
テ
ス
ト
３
年
２
教
科 

17
日 

全
国
学
力
調
査
（３
年
）国
語
・数
学 

24
日 

眼
科
検
診 

28
日 

午
前 授

業
公
開
日 

※
給
食
後
下
校 

 
 
 
 
 

午
後 

 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
学
年
部
会 

部
活
動
保
護
者
会 

29
日 

昭
和
の
日 
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学校だよりの、

カラー版はホー

ムページでご覧

になれます。 

 
浜田市立旭中学校 

地
域
と
と
も
に 

学
校
評
価
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に 

公
表
し
ま
し
た
。
ご
覧
く
だ
さ
い 

夏休みボランティア 

「わくわくなつやすみ」   「旭わくわくＤＡＹキャンプ」 和田まちセン広報誌取材 

現２年生が１年生のときの総合的な学習の時間に、５
つの地域に提案したことで可能なことを、地域のまち
づくりセンターがイベントの中に取り入れてくださ
り実現しました。参加可能な２年生が準備・運営に携
わりました。 

当日のみの参加ではなく、オンラインや地域に出向
いて打合せを行い、企画段階から携わりました。 

１年生：総合的な学習の時間 
グループごとに旭を盛り上げる提
案を行い、助言をいただきました。 

２年生：総合的な学習の時間 
修学旅行の学びからから、５つの
まちづくりセンターに地域を盛り
上げる提案を再び行いました。 

３年生：総合的な学習の時間 
職場体験学習の学びを、現代的
な課題の５つの視点ごとにまと
め発表しました。 

小規模校で教員が少ない中、ス
ケッチ会やロードレース大会な
ど、校外の広範囲で安心して行
事ができるのも、地域の方の見
守り、ご協力のおかげです。 

画像提供 
今市・木田・和田・都川・市木まち
づくりセンター、今市児童クラブ 
旭支所防災自治課 

フォーラムにも参加し、実践
発表をしました。 

地域への提案が実現 


